
 

学園長賞を表彰する西條 大輔さん（上） 

笑顔で写真に納まる卒業生たち（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学園長賞 臨床工学学科 西條 大輔さん 

校長賞 医療事務学科 菅原 聖菜さん 

卒業証書    

授与代表 

介護福祉学科 野村 竜馬さん 

医療事務学科 池内 愛菜さん 

臨床工学学科 大嵜 天晴さん 

皆勤賞 

介護福祉学科 山本 翼さん 

医療事務学科 

秋山 和奏さん 

池内 愛菜さん 

礒﨑 史恵さん 

菅原 聖菜さん 

前田 千佳さん 

  真部 沙彩乃さん 

職業教育・                

キャリア教育財団 

理事長賞 

介護福祉学科 横山 茉奈さん 

医療事務学科 真部 沙彩乃さん 

臨床工学学科 西條 大輔さん 

日本介護福祉士 

養成施設協会 会長賞 
介護福祉学科 中山 朋美さん 

レクリエーション                     

インストラクター    

課程認定校 優秀学生 

介護福祉学科 森 柚稀さん 

日本医療教育財団 

理事長賞 
医療事務学科 前田 千佳さん 

日本臨床工学技士会 

理事長 奨励賞 
臨床工学学科 田村 大樹さん 

日本臨床工学技士    

教育施設協議会      

代表理事賞 

臨床工学学科 秦野 友香さん 

◇バックナンバーはホームページ上で閲覧可能です。 
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第２３回卒業式を挙行  ～医療・福祉の世界へ旅立つ～  

2023 年 

3/26(日) 

３月１０日（金）本校にて第２３回卒業式が挙行された。森校長先生

は式辞の中で「皆さんの進む道は、人の命を繋ぎ、生活の質を求める尊

い仕事であり、国の宝に違いありません。自分の選んだ道に誇りを持ち、

『一生勉強』を心に留め、社会の一隅を照らす存在となってください」

と餞（はなむけ）の言葉を贈った。 

続いて卒業生代表の菅原 聖菜さん（医療事務学科）は謝辞の中で 

「今後は社会人として、患者様や職員の方々から信頼される存在となれ

るよう、コミュニケーションを大事にして、患者様を第一に考えた行動

ができる医療事務員を目指します」と決意を語った。 

学園長賞受賞 

喜びの声 
 

臨床工学学科 

西條 大輔さん 

『このような名誉ある賞

を頂くことができ大変光

栄に思います。自分 1 人

ではなく、教員の方々や

友人たちに支えてもらえ

たからこそ頂けた賞だと

感じています。今後はこ

の賞に相応しい臨床工学

技士となれるように日々

頑張っていきたいと思い

ます。ありがとうござい

ました』 
 

受賞者紹介 
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２月２７日（月）より１年生が計１５日間における３

回目の介護実習に臨んだ。 

今回の実習では受け持ち利用者様１名を決めさせて

いただき、介護過程を展開するための情報収集から、利

用者様一人ひとりに応じた支援方法を検討し、考えられ

る課題を見つけることが大きな目標となっている。さら

にレクリエーション支援、介護技術体験など、過去２回

に比べて与えられた課題が多くなり、苦労する様子も見

られる中、実習指導者となった本校卒業生にも支えられ

ながら、取り組むことができた。 

学生たちは実習反省会で、「利用者様の様子を見なが

ら、ペースに合わせて情報収集をすることに難しさを感

じた」「レクリエーションに楽しく参加して頂けて嬉し

かった」などと語り、貴重な実習を振り返った。 

６月下旬からはいよいよ最後の介護実習Ⅳに臨む学

生たち。２０日間の実習で更なる成長に期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

                 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護研究発表会を実施 

教職員に向けて成果を発表 
３月３日（金）２年生２名がそれぞれケーススタディ

と創作介護用具について、研究発表を行った。 

ケーススタディの部では横山 茉奈さんが、現場実習で

受け持った利用者様に個別レクリエーションを実施し、

手指関節の拘縮※予防やうつ症状の改善を試みた様子や

考察を発表した。横山さんはレクリエーション前後の血

圧測定や利用者様とのコミュニケーションから、拘縮予

防のほか、活動量の増加やうつ症状・認知症の予防にも

繋がると考察していた。 

創作介護用具の部では寒川 晴斗さんが、ペットボトル

のキャップを少しの力で開けられる「楽開き君」を発表

した。寒川さんは現場実習で、ペットボトルを空けられ

なくて困っている利用者様がおられたことから、この用

具を作ろうと考え、握りやすい形にするなど制作の過程

で創意工夫して作成した。 

発表後は教職員との質疑応答も活発に行われ、有意義

な研究発表会となった。 

就職後も、今回の研究を通して得たさまざまな視点と

柔軟な発想を活かして、活躍していくことが期待される。 

※拘縮・・関節を動かす機会が減少した時に、関節が硬

くなり、その結果関節の動きが制限された状態のこと。 

介護 

福祉 

ケーススタディを発表する横山 茉奈さん（上） 

３回目の介護実習を実施 

多くの課題に懸命に取り組む 

介護 

福祉 

笑顔で写真に納まる教員、実習生、卒業生（上） 

レクリエーション支援を実施する実習生（下） 



３月１３日（月）に１年生を対象に就職ガイダンスを

行った。 

国家資格キャリアコンサルタントの方に来校いただ

き、講師の方からは、これまでの自分の人生の中で、印

象に残っている出来事、鮮明に覚えている言葉などを振

り返りながら、それらが今の自分にどのような影響を与

えているのかを考え、自分がこれまで気付くことが無か

った価値観に触れ、視野を広げることの大切さが伝えら

れた。 

この講義を通じて、自分自身の新たな一面に気付けた

学生も多く、有意義な時間となった。 

 

３月２４日（金）１年生が遠足で兵庫県神戸市を訪れ

た。市内中心部にある神戸ハーバーランドに到着した後

は自由行動の時間を設けて、神戸市内、大阪市内のショ

ッピングモールでの買い物やご当地のグルメを満喫し

た。 

これまではコロナ禍の中でのイベントが制限されて

きた中、ようやく訪れた遠足の機会が１年生としては最

後のクラスイベントとなったが、仲間たちとの思い出を

作る良い機会となった。 

３月２４日（金）第３５回介護福祉士国家試験の合格発

表が行われた。学生たちは２年間の集大成である国家試験

に向けて懸命に学習に取り組み、試験後は自己採点で合格

の手ごたえを得て、いざ当日の発表時間を迎えた。 

結果は、受験者全員合格という快挙を成し遂げ、学生た

ちは大いに喜び、健闘を称えあった。全員が介護福祉士に

なったことを実感し、新年度より勤務していくことに強い

意欲を見せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療 

事務 

救急法についての特別講義 

実践的な知識・技術を学ぶ 

キャリアプランについての特別講義 

自己を見つめ視野を広げる 

医療 

事務 

 ２月２８日（火）日本赤十字社の方をお招きし、１年生

を対象に救急救命措置についての特別講義を行った。 

 まず心肺蘇生法やＡＥＤの使い方の説明を受けた後、

実際に人形を使用して心臓マッサージやＡＥＤ操作を行

った。学生たちはＡＥＤ使用後に救急車に乗る場面を想

定して、アドバイスを受けながら真剣に実技に取り組ん

でいた。 

 いざという時のための実践的な知識・技術を身につけ

る講義に、熱心に取り組む学生の姿があった。 

心臓マッサージの実施方法を教わる学生 

講義に耳を傾ける学生たち 

遠足 in 神戸ハーバーランド 

仲間との思い出作りの機会に 
医療 

事務 

国家試験合格者発表！ 

見事全員合格を果たす 

介護 

福祉 

笑顔で写真に納まる学生たち 

見事合格し笑顔で写真に納まる学生たち 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定 
４月 ４日（火）新入生・在校生ガイダンス 

   ５日（水）入学式 

   ６日（木）オリエンテーション 

   ７日（金）前期授業開始 

   ８日（土）健康診断 

  ２１日（金）体育祭 

  ２３日（日）オープンキャンパス 

  ２９日（土）オープンキャンパス 

５月２６日（金）調剤事務管理士技能認定試験（医療事務）

         介護事務管理士技能認定試験（医療事務）

  ２７日（土）オープンキャンパス 

６月 ２日（金）電卓技能認定試験（医療事務） 

   ９日（金）日本語検定（医療事務） 

        日本漢字能力検定（医療事務） 

  １１日（日）オープンキャンパス 

        日商簿記検定試験（医療事務） 

  １７日（土）オープンキャンパス 

        秘書技能認定試験（医療事務） 

  ２６日（月）介護実習Ⅳ事前指導（介護福祉） 

  ２７日（火）介護実習Ⅳ（～７月２６日） 

７月 ９日（日）オープンキャンパス 

  １０日（月）前期試験（臨床３年）（～１４日） 

        前期試験・再試験（医療事務）（～１３日）

         

 ３月５日（日）臨床工学技士国家試験が森ノ宮医療大学

（大阪府）など全国４会場で行われ、３年生が受験した。 

国家試験では１８０問が出題され、５つの選択肢の中か

ら１つを回答し、合格点は１０８点となっている。学生た

ちは１１月頃から本格的な国家試験対策を開始し、全国規

模で開催されたものも含めて、ほぼ毎週にわたり模擬試験

に取り組んできた。 

試験の前々日から大阪入りしてコンディションを整え、

試験当日は、試験開始の約１時間３０分前に会場へ到着

し、緊張しながらも懸命に試験に臨んだ。 

試験終了後は無事に試験を終え、これまでの学習成果を

悔いなく発揮したことに安堵する表情を浮かべ、帰路につ

いた。 

そして３月２４日（金）いよいよ合格発表が行われた。 

学生たちは各々緊張した面持ちで待っていたが、１４時

の発表時間を迎え、自身の受験番号が表示されると、笑顔

で合格を喜び合った。３年間の努力が思い起こされ、「臨

床工学技士」になったことを実感し喜びを分かち合った。

惜しくも全員合格は逃したものの、全国平均を上回る

92.3％の合格率であった。 

国家試験に挑戦！ 

３年間の学習成果は！？ 

臨床

工学 

試験当日、会場に入っていく学生たち（上） 

合格を喜ぶ学生たち（下） 

最大で 168 万円の学費支給！ 

臨床工学学科が 
専門実践教育訓練 給付制度 

厚生労働大臣指定講座になりました！ 
 

「専門実践教育訓練 給付制度」とは？ 

厚生労働省より指定講座の認定を受けている講座

（本校の場合は臨床工学学科）に入学すると、学費

の一部が国から給付される制度です。 

 
◇これまで通算２年以上の就業経験がある。 

◇現在、就業中である。または失業から１年以内で

ある。 

→この２つの条件を満たす方は、受給できる可能性

があります。 

 

詳細は本校までお気軽に問い合わせください。 

 


